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精神病理学的アプローチ

日本におけるアートセラピーの活動領域および5系統の相互関係

エンパワメント･アプローチ

発育支援系

表現支援系

リハビリ系

心理療法系

自己探知系

教 育

福 祉

保 健

能力開発

医 療

 PAT（Psychopathological Arts Therapy，精神病理学的アーツセラピー）
 臨床的，治療的なアーツセラピー（芸術療法）

 EAT（Empowerment Arts Therapy，エンパワメント型アーツセラピー）
 多様な市井のアーツセラピーを説明するための学術的な概念

1.1 EATの概要―PATとEAT
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EATはPATに比べ
方法や実践者が

多様



1.2 研究の目的

1. 先行研究の成果に基づき、EATセルフアセスメントツールを作成
2. セルフアセスメントによるEAT実践者のケイパビリティ改善プロセスを

提案

4

これまでの研究の経緯

 継続的なセルフアセスメントがEAT実践者にもたらす効果を検証すること

 本格的な検証調査に向けた予備調査としてケーススタディを行うこと
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2.1 セルフアセスメントツールの構成

1. マッピングシート
 自分の活動領域をマークする

2. EAT活動評価シート
 各項目を4段階で自己採点する

3. EATルーブリック
 EAT活動評価シートのチェックの際に

基準として参照する
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2.2.1 マッピングシート
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分類・説明



2.2.2 EAT活動評価シート

7

Copyright © 2023, Michi Komura, All Rights Reserved.

カテゴリー平均を
レーダーチャート

に記入



2.2.3 EATルーブリック
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2.3 セルフアセスメントによる改善プロセス
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3.1.1 調査の概要

概要
1. 絵画教室活動の中でEATを実践しているインフォーマント1名に，

3ヶ月の間隔を開けてセルフアセスメントを実施してもらった．
2. インタビューを行い、経時的変化の振り返りや気づきについてヒア

リングした．
目的

1. 継続的なセルフアセスメントの効果を検証すること．
2. マッピングシート追加の効果を検証すること．
3. セルフアセスメント（ツール，方法）の改善点を明らかにすること．
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3.1.2 インフォーマント

Aさん
 絵画教室主宰（生徒数約120名）
 個人事業主，50代，女性
 絵画教室歴約28年
 EAT歴約8年

Aさんの活動の特徴
 一般の絵画教室として活動．課題を抱えた子どもに特化しているのではない．
 絵画教室の活動の中で，課題を抱えた子どもがいれば個別にEATを実施．
 平常の教室活動の中でも，子どもに対してEAT的な関わり方を心がけている．
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3.1.3 調査方法

① 試行1回目：次の2通りの方法でセルフアセスメントを実施．
i. 1-ⅰ回目：EATルーブリックなしに，EAT活動評価シートのみでアセスメント

[方法A]
ii. 1-ⅱ回目：EATルーブリックを参照し，EAT活動評価シートでアセスメント

[方法B]

② 試行2回目：約3か月後，下記の要領でセルフアセスメントを実施．
（試行1回目の際の考察に基づきマッピングシートを追加．）
i. マッピングシートを用いて自分の活動領域をマッピング
ii. EAT活動評価シートおよびEATルーブリック[方法B]でセルフアセスメント
iii. 振り返り用のレビューシート記入

③ ヒアリング
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3.2.1 Aさんのマッピングシート
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【アート/セラピー/エンパワメントの位置関係】

PAT
精神病理学的
アーツセラピー

EAT 
エンパワメント型
アーツセラピー

大衆芸術

限界芸術AE
アーツエンパワメント

すべての表現行為
Aさんの活動領域

A

B

C

D
E

F

純粋芸術
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(A)子ども対象/個人
(B)子ども対象/集団
(C)イラストサークル
(D)大人対象教室
(E)市民講座
(F)自身の制作活動



3.2.2 Aさんのセルフアセスメント
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セルフアセスメント1-i
（方法A：EATルーブリック無し，EAT活動

評価シートのみで評価）

セルフアセスメント1-ii
（方法B：EAT活動評価シート＆ルーブリックで評価）

同時期に
実施

セルフアセスメント2
（方法B：EAT活動評価シート＆ルーブリックで評価）

3ヶ月後
に実施
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3.2.3 Aさんのフィードバック
 マッピングは，長年の間に拡大してきた自分の活動を整理し，俯瞰するのに役立った．

 EAT活動評価シートやEATルーブリックを通して，今まで意識していなかったことを意識するよ
うになった．

 自分の年齢の問題もあり， 10年後に引退を考えていた．しかし，セルフアセスメントを通して，
これまでのことを思い返し，活動に対するニーズや社会的必要性を改めて自覚した．地域に必要
とされていることを考えると，引退への考えも揺れている．体力が続く限りやっていこうという
気持ちが出てきている．[将来展望の変化]

 これまで様々なメソッドを勉強し自分独自のやり方を突き詰めてきた．一方，あまり他と交わら
ずにやってきたことへの反省もある．改めて自分を磨かなければいけない，勉強し直さなければ
いけないという思いが強くなった．[自己研鑽への意欲向上]

 セルフアセスメントは，自分を振り返る機会になった．それまでは求められるまま試行錯誤しな
がら突っ走ってきて，自分の活動を客観視することがなかった．

 セルフアセスメントは，第三者的な視点を与えてくれる．自分の中の基準だけでなく，社会的な
基準を意識し、活動を俯瞰することは，自分の活動の今後を考える上でも有意義だと思う．

（ヒアリングおよびレビューシート記載内容より）
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4.1 セルフアセスメントの有効性
1. マッピング作業は、EAT実践者が自分の活動領域を俯瞰・整理し，

それぞれの活動の特性を把握するのに有効である．
2. セルフアセスメントを通じて，EAT実践者はそれまで意識していな

かったこと，外的な基準を意識するようになる．それにより自己の
活動の捉え方や将来展望に変化が生じる．

3. マッピングやレーダーチャートは，EAT実践者の現状を可視化し，
経時的変化を観察する上で有用である．
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セルフアセスメントは，EAT実践者が自己の活動やスキルを客観的に
把握し，自己認識を深めるために有効である．
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4.2 今後の課題

 セルフアセスメントの事前・事後でどの程度ケイパビリティ
の変化（改善）があったかは断定できない
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 属性（経験年数，活動分野等）の異なるインフォーマントを
対象とした，より大規模かつ長期間の継続的調査が必要
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